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  避難標識に関する調査検討委員会報告書の概要

本委員会は、近年の災害の多様化、地域社会の国際化の進展等を踏まえて、災害時に

おける避難誘導を迅速かつ円滑に実施できるよう設置されている避難標識のあり方を検

討するために、平成１２年度に消防庁に設置されたものである。
この委員会（委員長：梶　秀樹慶応義塾大学教授）においては、地方公共団体が設置

している避難標識の設置状況や識別しやすい標識のあり方を調査･分析し、今後の避難標

識統一の必要性やあり方、啓発普及方法等についての提言を取りまとめたものである。

１． 避難標識の基本的な考え方

(1) 避難標識の備えるべき要素と内容

ア　標識が備えるべき要素としては、視認度（一目で認知できること）、理解度
（誰でもが認知、理解できること）、記憶度（記憶に残り、覚えていること）、

調和度（標識が美しく、自然景観に適合していること）の４点が優れている必

要がある。避難標識のデザインや設置の検討にあたっては、これらの要素を考

慮したうえで、５つの内容【①位置…（地図）、②方向…（避難場所の方向）、
③距離…（避難場所までの距離）、④地名…（避難場所の名称）、⑤避難地の

規模（広域避難場所、一時避難場所等）】を、標識の目的、設置場所等に応じ

て選択して避難標識に盛り込む必要がある。

イ　図記号を用い視認性を高めるとともに、文字や矢印との併用により、的確な
情報が迅速に伝達できるように配慮する必要がある。

ウ　数種類の図記号を併用する場合（例えば、津波と避難場所の図記号を同一の

避難標識に表示する場合）、住民等の混乱が生じないように、図記号の色彩や

バランス等に十分に配慮する必要がある。

(2) 国際化への対応

現在、避難標識の中で図記号として使用されている「緑十字」は、一部の外国
では異なった意味で用いられている。国際的に見た場合、「非常口」で用いてい

る図記号の「人文字」は屋内での避難誘導標識として、ＩＳO登録がなされ、国
際標準規格となっている。

また、安全を示す色としては「緑色」が使用されている場合が多い。こうした
観点から、避難標識についても、国際化に対応したものを検討する必要がある。

さらに、避難標識に表示する外国語についても、在留外国人への対応を考えた

場合、英語表記だけでなく、地域の実情に応じた外国語による表記が必要である。

(3) 都市景観との整合

避難標識も都市景観を構成する要素の一つであり、都市景観に配慮して、適正
な数の避難標識を適正な場所に配置すること、様々な標識が設置されている中で

他の標識との差別化を図ること、デザインの美しさや標識本体の材質の高品質化

に配慮し長期間の設置に耐えうること等が必要である。



２．避難標識の普及啓発等のあり方

(1)　避難標識等の統一の必要性
現在、地方公共団体が設置している避難標識は多種多様であるが、災害発生と

いう緊急時において迅速かつ円滑な避難を行なうためには、誰でもがいつ何時、

全国のどこの地域においても、理解でき、かつ分かりやすく統一された避難標識
を全国的に整備する必要がある。

また、国際化の進展を考えた場合、諸外国の人々にとっても認識できるもので

なければならない。

(2) 避難場所を示すピクトグラム（図記号）
避難標識については、先にも指摘したように、現在の「緑十字」マークが国際

的に問題があることから、その見直しが要請されている。

別図の図記号は、防災関係団体等において検討されてきたが、避難標識が備え
るべき要素、国際化への対応、都市景観との整合等の観点からみても優れている

ものであり、現時点では、非常口に係る図記号との整合性等を踏まえれば、同図

記号が「避難場所」を表示するものとして相応しいものと考える。

(3) 普及啓発等のあり方
国、地方公共団体、防災関係機関等の各種広報誌、インターネット上のホーム

ページ等を通じて周知するとともに、公益法人の助成事業等を活用し、普及啓発

を図る。
また、暫定的な措置としては、既存の避難標識にシール等の対応を考慮する必

要がある。

(4) その他
防災対策関連事業の中で、消防庁が設けている「緊急防災基盤整備事業」等の

活用を図るとともに、所要の財政支援措置を図る必要がある。
また、地方公共団体において、別途の補助制度を設けている例があることから、

県単補助の創設等を要請するほか、公益法人が進めている公益事業において普及を

図るとともに、防災関係機関の積極的な支援が必要である。

【連絡先】

震災対策室　　黒田　瀬崎
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　　　　内線 7852 7856



＜別紙＞

（「避難場所」を示すピクトグラム）
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